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１ 趣旨                                

 本格的な人口減少社会の到来や、少子高齢化の進行、高度情報化、グローバル化の進

展など、社会経済情勢が大きく変容する中において、全国的に教職員の長時間勤務の実

態が看過できない状況にあります。 

 

 国においては、平成 31 年１月に中央教育審議会でとりまとめられた「新しい時代の

教育に向けた持続可能な学校指導・運営体制の構築のための学校における働き方改革に

関する総合的な方策について」の答申を受け、公立の義務教育諸学校等の教育職員の給

与等に関する指針を示すなど、答申の具現化に向けて取り組んでいるところです。 

 

 また、今般の新型コロナウイルス感染症の拡大を受け、学校においても新しい生活様

式が求められるなど、教職員を取り巻く労働環境も急速に変化を迎えています。 

 

 こうした現状を踏まえつつ、岩手県教育委員会では、新たに令和３年度から令和５年

度までを取組期間とする「岩手県教職員働き方改革プラン（2021～2023）」を策定し、

学校における働き方改革の実現に向けた取組を一層強力に推進しています。 

 県の改革プランにおいては、県立学校及び県教育委員会が実施する取組と目標が示さ

れているほか、市町村立学校の働き方改革の実現に向けて、市町村教育委員会が学校と

ともに取り組むべき内容が盛り込まれています。 

 

 以上のような国及び県の取組を踏まえ、久慈市立小中学校の教職員が、ワーク・ライ

フ・バランスを確保しながら、健康でいきいきとやりがいをもって子どもたち一人ひと

りと向き合うことができる時間を少しでも多く確保するための具体的な方策として、

「久慈市立小中学校教職員働き方改革プラン」を策定しました。 

 学校における働き方改革の実現は、久慈市の未来を担う大切な子どもたちに、質の高

い教育を持続的に提供することにもつながることから、本プランに基づき、学校と教育

委員会が連携した取組を一層推進していきます。 
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２ 市立小中学校の時間外在校等時間の現状                

(1) 時間外在校等時間の割合の推移（ひと月あたり） 

 

(2)長時間勤務者等の割合の推移（年間合計） 

 

(3)月 80 時間以上 100 時間未満の長時間勤務者の割合の推移（月別） 

 
(4)月 100 時間以上の長時間勤務者の割合の推移（月別） 

 

80.80%

76.16%

70.99%

17.68%

21.04%

24.27%

1.33%

0.97%

1.69%

0.20%

0.03%

0.19%

令和４年度

令和３年度

令和２年度

45時間以下 45～80時間 80～100時間 100時間以上

87.18%

55.06%

12.82%

42.09%

0.00%

2.85%

令和４年度

令和３年度

360時間以下 360～720時間 720時間以上

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

令和２年度 2.88% 1.28% 3.83% 2.24% 0.00% 1.27% 5.13% 1.28% 0.64% 0.00% 0.32% 0.97%

令和３年度 2.01% 1.00% 3.31% 0.00% 0.00% 0.00% 0.67% 0.66% 0.33% 0.00% 0.33% 2.73%

令和４年度 5.32% 1.67% 3.34% 0.67% 0.00% 1.68% 2.36% 0.67% 0.00% 0.00% 0.00% 0.00%

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

令和２年度 0.00% 0.64% 0.96% 0.00% 0.00% 0.00% 0.64% 0.00% 0.00% 0.00% 0.00% 0.00%

令和３年度 0.00% 0.00% 0.33% 0.00% 0.00% 0.00% 0.00% 0.00% 0.00% 0.00% 0.00% 0.00%

令和４年度 0.00% 0.00% 0.67% 0.00% 0.00% 0.00% 1.01% 0.00% 0.00% 0.00% 0.00% 0.69%
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(5)一人当たりの平均時間外在校等時間 

 

 

新型コロナウイルス感染症の影響により、学校を取り巻く環境が大きく変化したため、

単純比較はできませんが、令和元年度にタイムカードでの記録を開始した以降について

は、一人当たりの時間外在校等時間が減少傾向となっています。 

 しかしながら、依然として、月 45時間を超える教職員数や、月 80 時間以上の長時間

勤務者数は横ばいで推移しており、特定の教職員への業務の集中が懸念されることから、

早急な対処が必要です。 

 

  

令和２年度

令和３年度

令和４年度

月平均最小

17時間27分

16時間20分

16時間13分

年平均

31時間23分

29時間26分

27時間51分

月平均最大

41時間05分

38時間15分

37時間24分
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３ これまでの取組                            

 久慈市教育委員会では、これまでも、「教職員の負担軽減」「教職員の健康保持」等を

掲げ、各種の働き方改革の取組を総合的かつ着実に推進してきました。 

 

１ 教職員の負担軽減 

項目 具体的内容 令和４年度現在の取組状況 

(1)「チームと

しての学校」の

推進 

①少人数学級の拡充 35 人学級を小中学校の全学年

で実施 

②スクールサポートスタッフの配

置（県費） 

小中学校５校に５名配置 

③くじかがやきプラン特別支援教

育支援員の配置 

小中学校 16 校に 26 名配置 

④特別支援、複式指導加配教員の

配置（県費） 

小学校４校に４名配置 

⑤学校生活サポート職員の配置

（県費） 

中学校１校に１名配置 

⑥スクールカウンセラー、スクー

ルソーシャルワーカーの派遣（県・

市費） 

小中学校 13 校にＳＣを４名、 

小中学校 21 校にＳＳＷを２名

派遣 

⑦事務の共同処理の推進 ４つの共同事務室を設置 

(2)教職員の業

務改善 

①校務支援ソフトの活用 市で校務支援システムを導入 

②業務分担や会議等開催方法の見

直し 

参集会議のスリム化、オンライ

ン会議の導入 

③ICT 活用による効率化 ＩＣＴ環境整備、ＩＣＴ支援員

の配置 

(3)部活動の適

正な運営 

①部活動の在り方に関する方針の

策定 

平成 31 年１月に市の方針を策

定し、部活動休養日や活動時間

を定め、方針の周知と共通理解

を徹底 

②部活動指導員の配置（国・県・

市費） 

中学校３校に３名を配置 
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２ 教職員の健康保持等 

項目 具体的内容 令和４年度現在の取組状況 

(1)勤務時間の

適正管理 

①タイムカード導入による客観的

な勤務時間把握 

令和元年度から教職員用パソ

コンのタイムカード機能によ

る把握を開始 

②盆・年末年始等の学校閉庁日の

設定 

全小中学校において、盆３日程

度、年末年始６日程度の学校閉

庁日を設定 

(2)労働安全衛

生体制の確立 

①小中学校衛生委員会の開催 年２回の委員会の中で、時間外

勤務時間の共有や、健康診断等

労働安全衛生事業の年間計画

の確認及び事業実績を報告 

②衛生推進者（副校長）研修会の

開催 

 

 

メンタルヘルスに関する講演

会や労働安全衛生制度説明、各

学校の働き方改革の取組状況

の共有などを実施 

③学校巡回訪問の実施 安全衛生管理責任者等が学校

を訪問し、校内環境巡視と衛生

推進者との意見交換を実施 

(3)心とからだ

の健康対策 

①長時間勤務者への産業医による

保健指導の実施 

令和２年度から時間外勤務が

100 時間以上の者は必須とした 

令和４年度保健指導実施者 

：３名 

②高ストレス者への産業医による

面接指導の実施 

ストレスチェックの高ストレ

ス者で申出のあった者に実施 

令和４年度面接指導実施者 

：１名 
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４ プランの期間                            

 令和５年度から令和７年度まで 

プラン策定後の学校を取り巻く環境変化や長時間勤務者の推移等を踏まえ、取組や

目標等の適切な見直しが可能となるよう、３カ年度の計画期間とします。 

 

５ 教育委員会規則に定める時間外在校等時間の上限            

 「久慈市立小中学校の教育職員の業務量の適切な管理のための措置等に関する規則

（令和２年久慈市教育委員会規則第 10 号）」において、時間外在校等時間の上限等に関

し、次のとおり定めています。 

【原則】 

(1) １か月について 45時間 

(2) １年について 360 時間 

【例外】 

  児童生徒等に係る通常予見することのできない業務の量の大幅な増加に伴い、教育

職員が一時的又は突発的に所定の勤務時間以外の時間に業務を行わざるを得ない場

合 

  (1) １か月について 100 時間未満 

 (2) １年について 720 時間 

(3) １か月ごとに区分した各期間に当該各期間の直前の１か月、２か月、３か月、４ 

か月及び５か月の期間を加えたそれぞれの期間において１か月あたりの平均時間 

について 80 時間 

  (4) １年のうち１か月において所定の勤務時間以外の時間において 45時間を超えて

業務を行う月数について６か月 

  

６ プランの目標                             

 時間外在校等時間を規則に定める上限内とすることを段階的に実現するため、プラン

の計画期間（令和５年度～令和７年度）における目標を次のとおりとします。 

(1)  時間外在校等時間が月 100 時間以上の者を令和５年度からゼロにする。 

(2)  時間外在校等時間が月 45 時間を超える者を下表のとおり段階的に減少させ、 

 令和７年度までにゼロにする。 

(3)  時間外在校等時間が年 360 時間を超える者を下表のとおり段階的に減少させ、 

令和７年度までにゼロにする。 

時間外在校等時間 令和５年度目標 令和６年度目標 令和７年度目標 

(1)月 100 時間以上 ゼロ ゼロ ゼロ 

(2)月 45 時間超 令和４年度実績の

５割減 

令和４年度実績の

８割減 
ゼロ 

(3)年 360 時間超 
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第７ 具体的な取組                             

 本プランにおける目標を達成するため、市立学校及び市教育委員会事務局において、

以下の取組を展開します。 

 Ⅰ 市立学校の取組  

 

１ 管理職員の適切なマネジメントの推進 

(1)  アクションプランの策定 

市立学校では、本プランの内容を踏まえ、それぞれの取組目標や具体的取組を含

むアクションプランを毎年度策定し、各校がその実状に応じて主体的に取組を進め

ます。また、取組目標の達成状況や取組結果の検証を行い、次年度以降の取組に活

かします。 

(2)  長時間勤務者の要因分析の実施 

管理職員は、毎年度、人事面談の機会を捉え、全教職員と自校における時間外在 

校等時間の状況を共有するとともに、各担当で実践する働き方改革の取組について 

  意見交換を実施します。 

また、時間外在校等時間が慢性的に月 80時間以上となっている教職員について 

は、その要因の把握を行うとともに、業務分掌の見直し、業務スクラップ等による 

改善の方向性を話し合います。 

 さらに、時間外在校等時間が月 100 時間以上の教職員については、産業医による

保健指導を必須とし、管理職員は、毎月その指導内容を踏まえながら、個々の教職

員の長時間勤務の要因分析と改善の検討を行うこととします。 

(3)  部活動の適正化 

「久慈市における部活動の在り方に関する方針（平成 31 年１月制定）」に基づき、 

休養日及び活動時間に関する基準に基づく活動を行うとともに、管理職員において 

適切な運営及び管理に係る体制の構築に取り組むなど、適切なマネジメントを行い

ます。 

 

２ 教職員の健康管理 

(1)  長時間勤務者等に対する産業医による保健指導の実施 

 「久慈市立小中学校教職員の長時間労働による健康障害防止のための保健指導実

施要領」に基づき、適切に対応します。 

(2)  学校衛生委員会の効果的な活用 

 学校衛生委員会を機能的に活用し、教職員ごとの時間外在校等時間の状況を共有

するとともに、働き方改革の取組の方向性について議論するなど、各学校の実効的

な取組につなげます。 
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３ 学校における業務改善の推進 

(1)  学校行事等の見直し 

 新型コロナウイルス感染症対策として実施した、行事の開催見送り、規模縮小、

隔年開催などの状況を踏まえ、見直しについて検討します。 

(2)  会議の効率化 

 先進事例を踏まえ、ＩＣＴの利用による資料印刷の省略、説明項目の精選など、 

会議開催時間及び準備時間の短縮により、教員が授業準備等に集中するための時 

間を作り出します。 

 

４ 学校及び教員が担う業務の明確化・適正化等の推進 

(1)  団体業務の負担軽減 

各種団体業務について見直しを行い、学校及び教員が担う業務の明確化・適正 

    化や適切な役割分担を進めるよう、関係団体と連携・協議します。 

(2)  コミュニティ・スクールの導入による地域との役割分担 

  地域人材による学校への支援・協力などにより、教職員の負担軽減を含め、学校

と地域が一体となった学校づくりを推進します。 

 

 Ⅱ 市教育委員会の取組  

 

１ 学校の取組支援 

(1)  久慈市立小中学校衛生委員会の開催 

 各学校における時間外在校等時間の状況の共有や、働き方改革への共通課題を 

協議することを目的として、久慈市立小中学校衛生委員会を開催します。 

(2)  各学校の働き方改革への取組事例の集約 

 各学校における働き方改革の取組状況を取りまとめ、学校間で共有することに 

より、効果的な取組の波及効果を図ります。 

(3)  衛生推進者研修会の開催 

メンタルヘルスに関する講演会や労働安全衛生制度説明、各学校の働き方改革 

の取組状況の共有等のため、各学校の衛生推進者（副校長）を対象とした研修会を 

開催します。 

(4)  学校巡回訪問の実施 

 安全衛生管理責任者等が学校を訪問し、校内環境を巡視するとともに、衛生推進 

者と働き方改革に関する課題の共有を図り、改善につなげます。 

(5)  地域・保護者の理解醸成 

地域・保護者に対し、学校における働き方改革の趣旨についての理解醸成を図る 
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ため、リーフレット等の配布、ホームページ等での周知を行い、学校及び教職員 

が担う業務の明確化・適正化や、適切な役割分担を進めます。 

 

２ 環境整備 

(1)  教職員をサポートする専門スタッフの配置 

教職員が、児童生徒への指導や教材研究に注力できる環境を構築するために必 

要となる専門スタッフを配置します。 

◆久慈市において独自に配置しているスタッフ（令和４年度時点） 

職名 主な業務 

くじかがやきプラン

特別支援教育支援員 

通常学級に在籍している教育上特別な支援を必要とする

児童生徒に対し、授業や学校生活上の支援を行う。 

教育支援コーディネ

ーター 

障がいのある就学前の児童の支援を行い、より良い学校

生活と将来の自立を見通した教育支援を行う。 

教育支援調査員 

 

学習や生活に困難さを感じる児童生徒に対し、検査や観

察を行い、より良い学びの場を検討する。 

外国語指導助手 

（ＡＬＴ） 

児童生徒の国際的視野を広げ、国際社会に貢献できる資

質・能力と、外国語によるコミュニケーション能力の向上

を図る。 

ＩＣＴ支援員 １人１台端末の導入により、その活用方法等について、教

職員へ指導・相談による支援を行う。 

部活動指導員 部活動に関する技術的な指導を行うため、実技指導、学校

外での活動（大会及び練習試合等）の引率を行う。 

あすなろ塾支援員 適応指導教室「あすなろ塾」において不登校等の課題に応

じた指導・相談・学校復帰への支援を行う。 

スクールソーシャル

ワーカー 

問題を抱える児童生徒を取り巻く環境へ働きかけたり、

関係機関等との連携、調整を行う。 

 

(2)  事務の共同処理の推進 

 学校事務に係る業務を連携し、共同処理することにより、事務の効率化を進める 

とともに、教員が担当する事務の負担を軽減し、教員のきめ細かな学習指導の支援

を図ることを目的に共同学校事務室を組織します。 

(3)  ＩＣＴ環境の整備 

 各学校のＩＣＴ環境の整備を進め、授業準備の効率化を図るとともに、ＩＣＴ支 

  援員の配置や教員向けＩＣＴ研修の充実により、教員のＩＣＴ機器の効果的な活用

を支援します。 
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 校務支援システムについては、市で全校導入していますが、岩手県において導 

  入を進めている「統合型校務支援システム」への切替を適切な時期に行い、全県的 

  な仕様の統一による教職員の負担軽減を図ります。  

(4)  市教育委員会が実施する会議・調査等の削減 

学校を対象として実施する研修、会議、照会、調査等の削減、合理化を進めます。 

(5)  部活動の適正化（中学校） 

「久慈市における部活動の在り方に関する方針」について、休養日や活動時間の 

基準など、方針の周知及び共有理解の徹底を図ります。 

 また、部活動を担当する教員の負担軽減及び部活動の質的な向上を図るため、部 

活動指導員の配置を継続します。 

  地域部活動の導入については、検討委員会を設定し、指導者の確保や活動場所等 

について細やかな検討を進めていきます。 

(6)  勤務時間の適正管理 

 教職員のパソコンにおけるタイムカード機能による客観的な勤務時間の把握を 

継続し、要因分析を行い、各学校に情報共有します。また、管理職員が、得られた

データをもとに、各教職員が置かれている業務負担の状況を把握・分析し、教職員

間の業務平準化、業務のスクラップアンドビルド等の時間外在校等時間の縮減に向

けた取組や、医師の保健指導等による心身不調の未然防止に向けた取組など、適切

なマネジメントを実施するよう働きかけを行います。 

(7) 夏季・年末年始の学校閉庁日の設定 

ワーク・ライフ・バランスを整え、教職員の疲労や心理的負担の軽減を図るため、 

夏季・年末年始に緊急時の連絡体制を構築しつつ、学校閉庁日の設定を実施します。 

(8) 留守番電話等による時間外対応の推進 

 勤務時間外・週休日等における外部から学校への連絡については、緊急時の連絡 

体制を構築しつつ、留守番電話等による対応とすることを推進します。 

 

３ 健康確保 

(1)  長時間勤務者等への産業医による保健指導の実施 

「久慈市立小中学校教職員の長時間労働による健康障害防止のための保健指導 

実施要領」に基づき、適切に対応します。 

(2)  高ストレス者への産業医による面接指導の実施 

 教職員の心理的負担の状況を把握するため、毎年ストレスチェック検査を実施 

  し、高ストレスと判定された教職員に対しては、面接指導を勧奨します。 
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第８ プランの推進                             

 プランの目的の実現に向けて、教職員一人ひとりが計画内容を共有できるよう、学校

に周知し浸透を図っていきます。また、年度ごとに、取組の進捗状況や時間外在校等時

間の推移の把握、目標の達成状況の分析を実施し、必要に応じ、目標や具体的取組の見

直しを行いながら、プランを着実に推進します。 
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令和 年度 久慈市立〇〇〇学校 働き方改革アクションプラン 

久慈市立   学校では、「久慈市立小中学校教職員働き方改革プラン（2023～2025）」に基づき、以下の取組により「学校における働き方改革」を

推進します。 

１ 現 状                               ２ 目 標  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                              ３ 取組内容                             

取組項目①  

教職員の健康管理 

取組項目②  

学校における業務改善の推進 

取組項目③  

学校及び教員が担う業務の明確化・適正化の推進 

・ 

・ 

・ 

・ 

 

・ 

・ 

・ 

・ 

・ 

・ 

・ 

・ 

 

                     「久慈市立小中学校教職員働き方改革プラン」の目標値                       

 

時間外在校等時間 令和５年度目標 令和６年度目標 令和７年度目標 

(1)月 100 時間以上 ゼロ ゼロ ゼロ 

(2)月 45 時間超 令和４年度実績の 

５割減 

令和４年度実績の 

８割減 
ゼロ 

(3)年 360 時間超 

 

・ 

・ 

・ 

・ 

・ 

 

 

 

 

・ 

・ 

・ 

・ 

・ 
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【記載例】           令和 年度 久慈市立〇〇〇学校 働き方改革アクションプラン 

久慈市立   学校では、「久慈市立小中学校教職員働き方改革プラン（2023～2025）」に基づき、以下の取組により「学校における働き方改革」を

推進します。 

１ 現 状                               ２ 目 標  

   

 

 

 

 

 

 

                              ３ 取組内容                             

取組項目①  

教職員の健康管理 

取組項目②  

学校における業務改善の推進 

取組項目③  

学校及び教員が担う業務の明確化・適正化の推進 

・働き方改革プランの〇〇の取組を確実に実施し、教

職員の健康を保持します。 

・〇〇の対応の在り方について検討・改善します。 

・管理職が、○○について積極的に声掛けをします。 

・月の半ばで月の時間外在校等時間が〇時間超となっ

た教職員に対して、当該時間を知らせるとともに、健

康確保の観点から、○○をします。 

・〇〇に向け、〇〇の取組について検討します。 

・管理職が、〇〇について積極的に提案します。 

・〇〇を実施することにより、業務の効率化を進め

ます。 

・職員の意識改革を目的に、月に１度〇〇を実施し

ます。 

・●●業務について、〇〇の適正化を図るよう関

係団体との協議を進めます。 

・地域と一体となって〇〇の取組について検討し

ます。 

・働き方改革に向けた取組について、保護者の方

に理解いただけるよう〇〇をします。 

 

                     「久慈市立小中学校教職員働き方改革プラン」の目標値                         

 

時間外在校等時間 令和５年度目標 令和６年度目標 令和７年度目標 

(1)月 100 時間以上 ゼロ ゼロ ゼロ 

(2)月 45 時間超 令和４年度実績の 

５割減 

令和４年度実績の 

８割減 
ゼロ 

(3)年 360 時間超 

 

・時間外在校等時間が月 45 時間超の教職員の延べ数が、全体の〇％
に及ぶ。 
・〇〇を担当する教職員など、一部職員に業務が集中している。 
・当校で推進する〇〇の取組が全教職員に徹底されている。 
・… 
 

 

 

 

 

 

・教職員一人ひとりが〇〇と感じながら業務に取り組んでいる。 
・管理職が日頃から、教職員に対し〇〇を行っている。 
・教職員が、〇〇の時間を十分に確保できている。 
・教職員がいきいきとやりがいをもって、子どもたちに向きあうこと
ができている。 
・時間外在校等時間月 45 時間超の教職員→令和 4年度比で○割減 
・月に１回以上年次休暇を取得する教職員→100％ 

 

 

 

 

 

 

 


